
ワークショップ
報告

令和５年１１月６日
としまセンタースクエア
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目的

〇豊島区障害者地域支援協議会のテーマ、「見直そう・知り合お
う・支え合おうわがまち豊島区の障害者福祉」のもと、既にあ
る事業や取り組み等を見直す。

〇地域で活動する人々が「知り合うこと」を重視し、リストでは
わからない活きた資源情報を共有する。

〇当事者の声もまじえながら、豊島区の社会資源の再発見と、誰
もが暮らしやすい地域への課題を共有する。
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参加者の内訳 n=54 各分野からまんべんなく参加
者があった

障害福祉関係
56%

・区内通所系事業所
・地域活動支援センター
・就労支援センター
・ひきこもり相談窓口

・CSW保健医療関係
18%
・保健所

・クリニック
・訪問看護ステーション

高齢者福祉関係
15%

・地域包括支援センター
・高齢者福祉課

こども関係
11%

・こども家庭支援センター
・教育センター
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ワークショップに向けて行ったこと

〇 豊島区障害者就労支援センターを利用している
働く障害者（８月〜９月）

〇 こころまつり（１０月）に参加された当事者、
関係者

〇 家族会や当事者会に参加している方、保健所講演会
に参加した方（８月〜１０月）
【あなたが、辛かった時に助かった支援は？】

【あったら良かったものは？】
【豊島区がこんな町になるといいな（こころまつり）】

【あなたが、辛かった時に助かった支援は？】
【あったら良かったものは？】

【豊島区がこんな町になるといいな（こころまつり）】

ステップ１ 当事者の声集め
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付箋で集めた
【声】
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ステップ２ カテゴリー化しネーミング

当日持ち帰り資料
として【当事者の声】すべてを印刷し配布

話を聞いて
くれる人・場所医療・薬 経済・仕事

生活・住まい

支援・仲介

休息 趣味・好きなこと

当日のワークの
【お題】とした
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当日のワーク内容
（東エリア３グループ 西エリア４グループ ）

１．自己紹介 →事業所や自分の仕事の強みを宣伝！

２．精神障害の方を支援していて困っている、
課題と感じていること →「支援者の課題抽出」

３．私が知っている地域資源 こんな使い方、あんな人
→「資源活用のヒント」（次ページ写真）
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私が知っている地域資源・こんな
使い方、あんな人
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アンケート結果
ワークショップに参加してみて今後に役立つヒントはあ
りましたか？の問いに８割以上があったと回答
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• 区内の関連機関が集まる機会がなかったためとても良い機会だっ
た。

• 活動先や相談先など知識の幅が広げられてよかった。
• 各々のご経験や支援されている対象の違いによって、これまで具体
的にわかっていなかった社会資源について色々と聞けてとてもため
になった。

• グループワークで地域の資源について、他分野の方と話し、大変新
鮮だった。他分野の視点から見ることがなかなかなく地域の強み等
を改めて考えるきっかけになった。

• 知らなかった社会資源について把握できた。その中でも、それぞれ
の資源で利用しやすい点やどのような時に利用できるかなど、公の
情報だけではわからないことも知ることができ、大変勉強になっ
た。今後の支援に活かしたい。

• 専門職ではない人が他にいらっしゃらなかった。専門職の熱意に感
動した。ボランティアなので専門職ではない。制度の狭間の支援こ
そ、ボランティアの場になると思う。

ワークショップに参加してみての意見・感想
（自由記載欄）一部抜粋



今後研修で取り上げてほしいテーマや企
画してほしいアイデア等（自由記載欄）
• 今回のWSが毎年、隔年あるなら、相談員（教育センター教育相談）を毎
回最低1人ずつ参加させたいと思った。顔つなぎ、網羅的に区内の官民の
情報を知るにはピッタリだと思う。

• 今回の企画の継続。テーマや対象を変えておこなっても良い。
• 支援者同士の交流の場が定期的にあれば良い。軽度知的障害、境界知能
の支援方法など。

• 引きこもり高齢者等への支援や介入の仕方について、今回の形のような
ざっくばらんに話せるグループワークがあれば、ぜひ参加したい。

• 障害者家族支援について
• 事例検討
• 一人ひとりの人生を見据えた長期の地域サポート体制について
• 当事者のかたがおひとり。家族会は参加なかった。専門職以外の人もいれ
るといいと思った。
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